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              檜原学園檜原小学校 

９ 月 号 
令和７年度 

９月１日(月) 

檜 小 だ  よ  り 

“時短”が切り捨てているもの 

                                     校長 下川 耕史 

 この夏は、連日のように猛烈な暑さの報道が世界的に流れ、干ばつや局地的な豪雨が話題になることも多

かったように思います。地震などの災害や、社会情勢の悪化から戦争まで、不安を掻き立てるニュースにも

事欠きませんでした。そんな時こそ、人と人とのあたたかな繋がりを大切にしたいものですが、やはりニュ

ースを見ると、人の間にも国の間にも不信や分断といったものが溢れていたように思います。 

 そんな時、土井善晴さんのお話を聞いてハッとさせられることがありました。土井さんは料理研究家です

ので、料理についてのお話の中です。最近は料理をしない方や、レンジなどで簡単に温めて食事を済ます方

も増えてきているといったような文脈でした。「レンジで料理を温めようとする時、その3 分はもっと短け

ればいい、むしろない方がありがたい。ということは、その3分はその方にとって“要らない時間”なのだ」

…と。いわゆる“時短”に通じる話だと思います。何かをしようとすれば、必ずある程度の時間はかかるも

のですが、かかった時間は無駄でしかないのです。その時間を削減しようという意識があるとき、（一概に

は言えませんが）その時間は価値のない時間なんだとしたら、日常の中で、無意識のうちに一体どれだけの

時間を無駄なものにしてしまっているのだろうとショックを受けました。 

 何かと忙しい現代、料理の手間を惜しむことや、レンジでチンすること自体をとやかく言いたいわけでは

ありません。ただ、“早く済ませたい”や“もっと効率よく”といった、“時短（タイパ）”や“コスパ”と

いった言葉がとてももてはやされている風潮に、ちょっと立ち止まることがあってほしいと思うのです。近

頃は、例えば長編の映画やドラマを見る時などの、そもそも楽しむための娯楽の時間であっても、早送りで

見る人が増えているというのを聞いたことがあります。AIの普及とともに、考えることや苦労して身に付け

ることを“効率”や“便利”傘の下ですっ飛ばしてしまうことも多くなっているのではないでしょうか。 

 土井さんは、“時”とは“とき → 溶け合う”もので、“物と人、人と自然の関係性の中で溶け合うこと”

だと語っておられました。それは、“自分の時間のことだけを考えるのではなく、相手にも時間があること

を認める”ということで、“それぞれに敬意を払う”ということなのだそうです。せっかくかけなければい

けない“時間”なのであれば、もっと価値あるものであってほしい。むしろ楽しめる心の余裕が欲しい。刹

那的な強い刺激ばかりを求めるのではなく、手間や暇をかけることこそが豊かであると知ってほしい。もち

ろん、手間暇かければ何でも価値があるというわけではありませんが、忙しい現代、心に少しブレーキをか

けて、深呼吸をする時間、周りを見渡す時間、何かに思いを寄せる時間を作りたいと思いました。そうして

誰もが少し余裕をもって、人にも物にもちょっと優しい時間が作れたら、世の中あとほんのちょっぴりでも、

明るい話題が増えるのではないかと思うのです。 

学校評価へのご協力ありがとうございました 
 本日、別紙にて1学期に実施した学校評価の結果を配布させていただきました。 

 皆様からいただいたご意見を生かし、より良い学校となるよう教育活動を充実させてまいります。 



９月の生活目標 
 
  
  
夏休みが終わり、いよいよ2学期のスター

トです。まずは、夏休みの生活から学校生活の
リズムに切り替えることが大切です。元気に楽
しく学校で過ごすためにも、規則正しい生活リ
ズムで心と体の調子を整えることが何よりも
大切です。「早寝・早起き・朝ご飯」を心がけ、
2学期も、子供たちが元気いっぱい過ごせるよ
うご協力お願いします。学校では、熱中症対策
として、水分補給の声掛けやＷＢＧＴの確認を
継続していきます。 

     
  

生活のリズムを整えよう 
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落語教室 

７月１０日（木）、 

真打 林家たけ平さんを 

講師にお招きし、３～６ 

年生対象に「落語教室」 

を実施しました。講師の 

たけ平さんの軽快な語り 

口と巧みな表情で表現さ 

れる噺に、会場は笑いに包まれていました。今年度の内

容は、「平林（ひらばやし）」と「転失気（てんしき）」。 

古典落語の神髄にも触れられる貴重な体験でした。 

   

防災引き渡し訓練 
  

１ 日 時   令和７年９月２日（火曜日） 

１３時３０分頃 メール配信にて連絡 

１３時３０分  防災訓練開始 

  １３時４５分頃 引き渡し開始    

２ 場 所    檜原小学校体育館 

（中学生は全て檜原中学校で引き渡し） 

車は、総合グラウンドにいる職員の指示に従っ

て駐車されるようご協力ください。尚、総合グ

ラウンドに入る坂道前で、早めにウインカーを

出し、案内係の職員にアピールしていただけま

すと坂道で車がつまることなく、スムーズに駐

車できると思います。ご協力をよろしくお願い

いたします。     

 

 学校公開・檜小まつりにご来校いただき、

ありがとうございました 
 

７月５日(土)に行われた檜小まつりに、ご多用の中、

多数の保護者や地域の皆様にご来校いただき、ありがと

うございました。 

檜小まつりに向けて、６年生が中心となって、それぞ

れのたてわり班ごとにお店の準備を進めてきました。縦

割り班活動を通して、異年齢集団の絆を深めるととも

に、上級生の行動を見て憧れをもったり、下級生のお世

話を通して思いやりの気持ちを育んだりすることがで

きました。 

一生懸命準備をしてきた檜 

小まつり、大人も子供も笑顔 

あふれる行事となりました。 

  

文化庁音楽鑑賞教室 

７月16日(水)に文化庁主催の音楽鑑賞教室が行わ

れ、打楽器グループ「グータンブール」の４人が楽しい

演奏をしてくださいました。フランス語で「グータン」

とは「楽しい趣味の時間」、「タンブール」とは「太鼓」

という意味があるそうです。ラテン楽器のジャンベ・カ      

ホン・ティンバレスなど 

と鉄琴・木琴・ピアノを 

組み合わせての演奏を 

聴き、素敵な時間を過ご 

しました。 

 

 

下水道出前授業について 
  

４年生は、７月に東京都下水道局の方をお招きして、

下水道のしくみや役割などについて教わりました。普段

の生活で使った後の水がどのように処理されているの

か、また、大雨が降ったときに街を守る下水道の仕組み

などについて、映像で確認をしたり実験をしたりして楽

しく学びました。下水道についての理解が深まり、環境

にやさしい行動について考えるきっかけになりました。 

             


